
表 2-21,生活用有収水量の推計結果

H35

90,457

44,722

75,917

211,096

17603

221.56

217,71

200.67

15,923

9,909

16,528

42,360

H34

90,698

1  41,801

75,746

208,245

1  177.18

221.56

21771

i  200.81

16,065

9,261

16,491

41,817

H33

90,931

38,620

75,536

205,087

177.48

221.56

217.71

200.58

16,134

8,557

16,445

41,136

H32

91,126

35,355

75r284

201,765

17813

221 56

217と 71

20051

16,232

7,833

16,390

40,455

H31

91,293

32,038

74,983

198,314

177.63

221.56

217.71

199.88

16,216

7,098

16,325

39,639

H30

91,320

28,970

74,689

194,979

178.03

221.56

217.71

199,70

16,258

6,419

16,261

38,938

H29

91,308

25,917

74,384

191,609

179,13

22156

217.71

199.84

16,356

5,742

16,194

38,292

H28

91,268

22,952

74,115

188,335

180.13

221 56

217.71

199,97

16,440

5,085

16,136

37,661

H27

91,188

20,083

73,888

185,159

180,33

221.56

21771

199.72

16,444

4,450

16,086

36,980

H26

91,086

17,366

73,902

182,354

181.03

22156

217.71

199,75

16,489

3,848

16,089

86,426

H25

90,949

14,719

73,983

179,651

182.13

221.56

217.71

200〔 02

16,565

3,261

16,107

35,933

H24

91,175

12,078

74,207

177,460

182.33

221.56

21771

199,79

16,624

2,676

16,155

35,455

①旧6町村地区

②TX沿線開発地区

③研学地区

合計

O旧 6町村地区

②TX沿線開発地区

③研学地区

合計

O旧 6町村地区

DTX沿線開発地区

③研学地区

合計

日

上位推計
用

用

)

H35

90,457

41,576

75,735

207,768

176.03

221.56

217.71

200.38

15,923

9,212

16,488

41,623

! H34

90,698

39,566

75,584

i 205,848

17713

221.56

217.71

200.57

16,065

8,766

1  16,455

41,286

H33

90,981

37,267

75,399

203,597

17743

221.56

217.71

20043

16,134

8,257

16,415

40,806

H32

91,126

34,819

75,172

201,117

178.13

221 56

217.71

20044

16,232

7,714

16,366

40,312

H31

91,298

31,601

74,902

197,796

17763

221.56

217.71

19983

16,216

7,002

16,307

39,525

H30

91,320

28,617

74,616

194,553

178.03

221.56

217,71

19965

16,258

6,340

16,245

38,843

H29

91,308

25,648

74,348

191,304

179i13

221.56

21771

199.81

16,356

5,683

16,186

38,225

H28

91,269

22,751

74,106

188,126

180。 13

221:56

21771

199.95

16,440

5,041

16,134

37,615

H27

91,188

19,976

73,388

185,052

180.33

221156

217.71

199.71

16,444

4,426

16,086

16,956

H26

91,086

17,327

73,902

182,315

181,03

221.56

21771

19975

16,489

3,889

16,089

36,417

H25

90,949

14,719

73,983

179,651

182.18

221.56

217.71

20002

16,565

3,261

16,107

35,933

H24

91,175

12,078

74,207

177,460

182.33

221.56

217,71

19979

16,624

2,676

16,155

35,455

①旧6田け↓地区

②TX沿線開発地区

Э研学地区

合計

0旧 6町村地区

②TX沿線開発地区

③研学地区

合計

③I日 6町村地区

②TX沿線開発地区

③研学地区

合計

給水人口

生活用

原判ヒ

生活用
有収水量

中位推計

ヽ

ノ

H35

90,457

35,454

75,609

201,520

176.08

221.56

217,71

199.68

15,923

7,855

16,461

40,239

90,698

75,470

200,350

177.13

221.56

217.71

20000

16,065

7,573

16,431

40,069

I H34

34,182

217171

199.92

16,134

7,231

16,392

89;757

H33

90,931

32,636

75,295

198,862

177.43

22156

H32

91,126

30,980

75,088

197,144

178.13

221.56

217.71

200,02

16,232

6,853

16,347

89,432

H31

91,292

2B,752

74,849

194,898

177.63

221.56

21771

199.50

16,216

6,370

16,295

38,881

H30

91,320

26,738

74,582

1921640

178.03

221.56

217.71

19943

16,258

5,924

16,237

38,419

H29

190,327

179.13

221.56

217.71

19970

16,356

51471

16,181

38,008

91,309

24,693

74,325

H28

91,268

22,621

74,101

187,990

1811.13

221.56

217,71

199,93

16,440

5,012

16,133

37,585

221.56

217,71

199.70

16,444

4,408

16;086

36,938

H27

91,188

19,896

73,888

: 184,972

18033

H26

91,086

17,292

73,902

182,280

131,03

22156

217 71

199.74

16,489

3,831

16,089

36,409

H25

90,949

14,719

78,983

179,651

182.18

221.56

217.71

200.02

16,565

3,261

16,107

35,933

H24

91,175

12,078

74,207

177,460

182.33

221.56

217.71

19979

16,624

2,676

16,155

35,455

③旧6町村地区

②TX沿線Fォロ発地区

⑧研学地区

合計

①l日 6町村地区

鎌 X沿線開発地区

⑥研学地区

合計

①旧6ミヽ 地区

②TX沿線開発地区

③研学地区

合計

給水人ロ

生活用
原単位

生活用
有収水量

下位推計

42



2-4ャ 3.業務営業用水量の推計

1)推計方法

業務用有収水量の内訳をみると、近年は独立行政法人等の使用水量が減少している影響が大
きく、減少傾向で推移してきました。

業務営業用の中でも、独立行政法人等、地方公共団体等、営業用、仮設の 4つの用途で傾向
が異なるため、用途男llに推計します。

ま々 、F牙耳発地区の水量は計画値をもとに別途推計して計上します。
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図 2-27.業務営業用有収水量の実績推移
2)独立行政法人等
独立行政法人等の使用水量は、平成 i5年度以降減少傾向で推移しています。平成16年度の大
口需要者上位 100者 (使用水量 17,326Ⅲ

3/日
;業務営業用水量の 70%)を対象に、平成 16年度と

平成24年度における日平均使用水量の増減割合々 整理すると、78%の団体が減少とならてぃまし
た(契約廃上を含む)6

平成lQ年度以降の個別の実矯を確認しても共通した傾向は見られないため、今後の動向を予見
することは困難です。各需要者へのとアリング調査によって、レばらくは減少する見込みであることか
ら、直近10ヶ年の平均減少率5.Ь%/年で減少し、6,752m3/日 (平成24年療実績比84%)で将来一
定と設定しました。
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図 2-28.独立行政法人等水量の実績推移
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3)地方公共団体等                             ィ

.地方公共団体等の使用水量は横ばいに推移していますが、直近 2年は若干減少しています。し

たがつて、平成 22年度～平成 24年度の実績平均値 2,875m3/日 で将来一定と設定しました。

3,500

31000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

H15  日16  H17  H18  H19  H20  H21  H22  H23  H24

図 2-29.地方公共団体等水量の実績推移

4)営業用

営業用の使用水量は、増加傾向にあり、今後も人日増による都市規模が大きくなることから、増加

すると考えられます。減少から横ばい傾向で推移している草近 4年間の給水人ロー人当たりの使用

水量は、0.054～ 0,057m3/人 /日 となっていることから、将来の原単位を平成24年度実績の0.054m3/

人/日 と設定し、これに開発地区を除く給水人口を乗じてすう勢分の営業用有収水量としました。

うくばエクスプレス沿線地区の営業用有収水量は、別途開発水量として加算します。
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図 2i30,営業用水量の1実績
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図 2-31.営業用原単位の実績

5)仮設

仮設の使用永量は、つくばエクスブレス沿線開発に関連して近年増加していますが、変動が大き

い状況です。今後の傾向については不確実であることから、平成 24年度の実績 95m3/日 で将来一

定と設定しました。           (                  ャ
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6)開発水量

業務営業用の開発水量は、現在各地区で建設が進められており詳細な実績を整理することが困

難であることから、平成21年度に策定したつくば市水道事業基本計画において計画している水量を

見込みました。         ′            ‐     ヽ  '

表 2-22.開 発地区の原単位            :

土地利用用途
業務営業用

(n3/ha/日 )
備考

商業・業務施設
´

32 実績を踏まえて設定

沿道サエビス街区 40 実績を踏まえて設定

誘致施設 20 商業。業務施設、研究所等

計画拠,点街区 60 既存計画どおり

共同利用街区 60 既存計画どおり

教育施設 25 他開発地'区の設定

公共公益施設 75 実績を踏まえて設定

者呂市運営施設 15 既存計画どおり

開発水量は、次期うくば市総谷計画の人口推計における開発地区への定着率の設定値に

準じて将来値を見込みます。

定着率め考え方は表 2-23に示す通りです。また、上記を踏まえて推計レた開発地区にお

ける業務営業用水量を整理して表 2-24に示します。
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表 2-23.定着率の考え方

か
く

上 の今後の見通し (計画人日の100%)

中位推計の今後の見通し (計画人口の70%)

下位推計の今後の見通し (計画人回の50%)

増分効果の推計結果 (まとめ)

5_中根・金田台地区

8,000人

230ノ(

7,770ノ、

24年 (～H50)

4上河原崎。中西地区
11,000人

101人

10,899ノ入ヽ

25年 (～H57)

3萱丸地区
21,000人

2,802人

18,198人

43年 (～H68)

2島名。福田坪地区
15,000人

3,311人

11,689ノ (、

10年 (～H44)

1葛城地区
25,000人

8,222人

16,778人

12年 (～H37)

計画人口 a

平成25年 10月 1日   b
c=a一 b差

計画人口までの年数

5 金 地 区

8,000人

230人

5,600人

5,370人

17年 (～ H43)

4上河原崎。中西地区
11,000ノ(

101ノ、

7,700ノ、

7,599人

17年 (～H49)

3萱丸地区
21,000人

2,802人

14,700メ、

11,898ノ(

28年 (～H53)

2島名。福田坪地区
15,000人

3,311人

10,500人

7,189人

12年 (～ H37)

1葛城地区
25,000人

8,222人

17,500メこ

9,278人

7年 (～H32)

計画人口 a

平成25年 10月 1日   b
計画人口の70% C

差 d=c― b

70%までの年数

5中根。金田台地区
8,000メ、

230り 、`

4,000人

3,770人

12年 (～ H38)

4上河原崎。中西地区
11,000人

101ノ(

5,500人

5,399ノ、

12年 (～H44)

3萱丸地区
21,000ノ入《

2,892人

10,500り｀ゝ

7,898人

18年 (～H43)

2島名 ,福田坪地区
15,000人

3,311人

7,500人

4,189ノ、

7年 (～H32)

1葛城地区
25,000人

8,222ノ(

12,500人

4,278人

3年 (～H28)

計画人口 a

平成25年 10月 1日 / b
計画人口の50% C

差 d=c―b

50%までの年数

5中根・金田台地区
120人増/年
19年継続

120人増/年
12年継続

120人増/年
7年継続

4上河原崎。中西地区
290人増/年
25年継続

29Q人増/年
17年継続

290人増/年
12年継続

3萱 丸地区 i

300人増/年
43年継続

390人増/年
28年継続

300人増/年
18年継続

2島柔ざ福田坪地区
360人増/年
19年継続

360人増/年
12年継続

860人増/年
7年継続

1葛城地区
680人増/年
12年継続

680人増/年
7年継続

680人増/年
3年継続

定着率 (仮定値 )

上位推計 (100%)

中位推計 (70%)

下位推計 (50%)

出典)第5回つくば市総合計画審議会資料 (平成26年 3月 28日 )



計画水登

(ェn3/日 】

928

644

2,510

0

0

208

0

O

4290

原単位

(i3/ha/日 )

32

20

60

25

75

15

計画面積

16 1

125.5

8.3

178.9

商業・業務施設

沿道サービス街区

栃致施設

計画拠点街区

共同利用街 FX

教育施設

公共公益施設

都市運営施設

合計

魯城地区

表 2二 24.開発地区別の業務用有収水量の推計
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C

G
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0

G

1,075

原単位
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25

75

15

計画面積
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108

17.1

46
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教育施設

公共公益施設

都市運営流設

合計

・福岡坪地

区

2371     237
2801

3661     36お

4S21

5381

3811

6671     5RA

日 笠

32a

495

191
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1001

R451

上位

19

計画水景

H26
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H34
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上位   陣 位 I下ヽ
191 191 19

371 371

S91 A〔】|       ら

811 811

1031 i fin i

1241 1241

1461 1461

1891 1891      189
2111 2コ |

2331 2331      2AR
2551 2551     255

H25
卜126

H27
「128

H30

H32

H36

計画水量

(■13/日 )

2208

628

924

℃

C

212.5

75

3C

2,09G

原単位

(■3/ha/日 )

32

40

20

60

60

25

76

15

計画面積

6C

157

462

8.5

1

ワ

803

商業・業務施設

沿道サービス街区

誘致施設

計画拠点街区

共同利用符区

教育施設

公共公益施設

都市運営施設

合計

萱丸地区

計画クJ(畳

(m3/日 う

0
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24G

140

2.042

原単位
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3つ
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計画面積
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8`9

4.1

5S

56_I

商業・業務施設

沿道サービス街区

誘致施設

計画処点街区

共同示U用街区

教育施設

公共公益施設

都市遜昔施設

合計

上河原〕″}
'中西地区

計画水盈

(m3/日 )

C
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5g

G

0
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17C

0

543

原単位
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60
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計画面積

(ha)

486

2 93
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2.26

14.88

商業・業務施設

μ日
｀
道サービス街区

誘致施設

計酬 点街 区

共同利用街区

教育施設

公共公益施設

都市運営施設

合計

中根
・金 田台地

区



表 2-25i開発地区別の業務用有収水量の推計結果 (上位:中位口下位推計)

卜
Φ

H36

3,961

710

742

427

255

6,095

H35

3,729

667

700

345

233

5,674

H34

3,497

624

658
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表 2-22の設定根拠は項目別に以下に示します。

(1)商業 ,業務施設        :
商業施設が立地すると想定するが、うくばエクスプレス駅周辺の商業施設は低層の建物が多く、

当初計画より下方修正する必要があることからく周辺地区での実績を踏まえて原単位を設定します。

表 2-26に近隣商業施設の使用水量の事例、表 2-27に計画中及び近隣の商業施設の容積率
の事例を示します。            '
近隣商業施設の実績を参考に、延べ床面積当りの原単位を 64m3/ha/日 (6.4L/m?/日 )、 商業建

物の容積率を50%(表 2-27より設定)とし、以下の式より、原単位は 32m3/ha/日 と設定しました。

商業施設の計画原単位=64m3/ha/日 ×0.5と 32m3/ha/日

以■より、商業。業務施設用地の計画原単位を32皿
3/ha/日 と設定しました。

表 2-2o.近隣商業施設の延べ床面積当りの原単位

施設名 述べ床面積当たりの原単位 容積率(%)
ユニー守谷 63(m3/ha/日 ) 64

ジャスコ新下妻 65(m3/ha/日 ) 44

平均 64(五
3/ha/日

) 54

表 2-27.計画中及び近隣の商業施設の容積率

施設名 敷地面積 (h∋ 店舗面積 (ha) 容積率(%)

(仮)つくば
゛
ションピングセンター 14.5 7.55 52

つくばライフスタイルセンター 1.8 0156 31

ロックシティ守谷ショッピングセンター 7.1 3.13 44

平均 23.4 11.24 48

(2)沿道サエビス衛区

表 2二 28に、業務施設 (事務所建物)の使用水量の事例 (庁舎。事務所の実績水量例)を示しま

す。業務施設の延べ床面積当りの原単位は、平均 63m3/ha/日 (6i3L/m:/日 )と商業施設 64m3/ha/

日と同程度となっていますど

沿道サービス街区には、商業建物。事務所建物。施設併用住宅が混在する計画となっています。

原単位を64mi/ha/日 、容積率を60%(市内の類似施設より、建坪率30%、 平均階高2階)とし、以下

の式より、沿道サービス衛区の計画原単位を40皿
3/ha/日 と設定しました。      .

沿道サービス街区の計釉国
~原
単位=64m3/ha/目 ×0.6=38,4m3/ha/日 ≒40n3/ha° 日

表 2-28.事務所の原単位

延べ床面積当りの原単位 備 考

資料 1 庁舎。事務所  8.05L/m2/日

官公庁施設  4.52L/m2/日
平均 6.3

多少のテナントは含む

資料2 賞11実績値(東京都)

資料 1】空気調和。衛生工学便覧(S43～S59のデータより作成)

資料 2:大規模商業地域における土地建物用途別原単位の研究,第 52回全国水道研究発表会議演集(東京
都の,11実績より),

ヽ
　

　

／
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(3)誘致施設                     ‐

誘致施設用地には商業。業務施設、研究所等の誘致が見込まれる。研究所等は、表 2-29の周
辺の工業団地 (研究所立地)の実績水量を参考にすると、研究所等の原単位は 12i3/ha/日 程度と

なっています。

市内の工業国地の実績を踏まえて、商業。業務系の用途 30%、 研究所等の用途 70%とし、以下

の式より、誘致施設の計画原単位を20m3/ha/日 と設定しました9

誘致施設の計画原単位=32m3/ha/日 ×0.3+12m3/ha/日 ×0。 7

=18.Om3/hy日 ≒20m3/ha/日

表 2-29.工業国地 (工業,研究所等)の実績水量等

団地名称 面積 H13

テクノパーク豊里 57.5ha
日平均
853m3/日

日平均

14.83m3/ha° 日

テクノパーク大穂 33,7ha
工水申込水量
255m!/口

計画日最大
7.59五
3/ha°
日

喜)テクノパーク豊里の実績は,暫定井戸の地下水使用量

(4)計画拠点衡区、共同利用街区
既存計画どおり60m3/4a/日 としました。

(5)教育施設

孝女育施設は、周辺地区での原単位の平均値より、計画原単位を25m3/ha/日と設定しました。

表 2工 30.教育施設の計画原単位

地区名 原単位

下高井地区 19.3(m3/hh/日 )

三郷中央地区 23(m3ンha/日 )

人潮市南都中央地区 28,7(m3/ha/日 )

平均 23.7(m3/ha/日 )

(6)公共公益施設        :        1
業務施設 (事務所建物)の使用水量は平均の 63五

3/ha/日
、公共公益施設の容積率を 120%(建

坪率 40%、 平均階高 3階)と設定し、以下の式より、公共公益施設の計画原単位を75m3/ha/日 と設

定しました。                   |
公共公益施設の計画原単位 =63m3/ha/日 ×1.2=75.6m3/ha/日 ≒75五

3/ha/自     !

(7)都市運営施設

既存計画どおり15m3/ha/日としました。
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2-4-4.■ 日平均給水量、一日最大給水量の推計

1)有収率、有効率の設定

図 2-331こ 、有収率と有効率の実績値を示します。有効率及び有収率はともに微増傾向にあり

(東日本大震災が発生した平成23年度を除く)、 平成24年度の有効率は92.4%、 有収率91.5%と、

過去 10ヶ年間と比較すると高い水準となっています。今後 10ヶ年においても、老朽管の更新により

配水管からの漏水量の削減に引き続き努めるものとすることから、現状の水準を維持することを目標

とします。

有効率の将来値:92.4%(平成 24年度実績値 )

有収率の将来値:91.5%(平成 24年度実績値)

2)負荷率の設定
図 2-33に、負荷率の実績値を示します。近年、負荷率が高く(日 変動が小さく)なる傾向にある

ことがみてとれます。長期的には、負荷率はさらに高くなることも想定されるが給水の安全性を考慮し

て負荷率の将来値は 10年間の平均値である87.3%としました。

負荷率の将来値 :87.3%(10年 間の平均値)

H15  H16  H17  H13  H19  H20  H21  H22  H23  H24

図 2-33.有収率、有効率、負荷率の実績値
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3)有効水量、一日平均給水量、‐一日最大絵水量の第出方法
有効水量,1日平均給水量及び1日最大給水量は,以下の式より算出します。

有効水量=一 日平均給水量×有効率   
｀

一日平均給水量=有収水量■有収率
一日最大給水量=一日平均給水量■負荷率

(無収水量=有効水量―有収水量)  、
(無効水量二一日平均給水量―有効水量)
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表 2-31.水量表 (上位推計 )
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180 13

22156

21771

16440

5041

21.625

6,752

2187〔

8926

9〔

2.977

59,24C

1.04C

60289

6S,171

74,652

90つ

925

873

H27

223,498

129,634

19976

731888

223498

184,652

90,788

19,976

73.888

828

700

100

100

1803g

221 56

21771

16.44超

21,27C

6752

8,91C

95

2,638

5822G

と,025

59,251

64055

73,373

900

92_5

873

H26

221,291

190,062

17327

73,902

221.291

182,115

90,886

17∫327

73,902

824

69C

10C

18103

2215C

21771

16,489

3.880

21,324

7、 14つ

287る

8,905

95

2,800

57,741

1,OIG

58:757

63521

72,762

909

92.5

87_3

H25

219 141

130,439

141719

73,983

219,141

179651

90,949

14.719

73,983

820

697

100

10C

18213

221 5C

21771

16565

3,261

21,40G

7.569

2.875

8,902

95

11965

57133つ

1.009

581348

63.079

72255

999

92.5

873

217.048

130763

12,078

74.207

2171048

177,460

91 175

12,078

74,207

81.8

69_,

100

10C

1823g

221 5C

21771

1662塑

20.47C

8,014

2.783

9578

96

55,925

551

5S■ 7S

61,■ 31

69,S10

915

92:4

880

H23

215,214

215214

173,678

807

20,52C

8,319

2,80C

9,319

8E

51,798

597

5539E

60,69J

70,368

90 3

91 3

86 3

H22

214,541

214541

168,303

784

221332

0.474

3,036

91765

57

5687B

986

57.864

62,55]

70,61℃

90C

92E

88.C

H21

212r408

212,408

162 136

763

206.06

21,854

9、 634

2801

9,337

82

55,264

1,225

55,489

61 336

68,980

90.1

921

889

209388

209,388

156.806

749

207,06

22,895

10,138

2951

91638

173

55,363

1,004

56.457

60.791

70,195

911

929

866

206.679

206,679

151,646

7337

2

31

24.23コ

11,384

3.004

9698

153

5G,114

1 148

57,262

62.279

71.108

90 1

91,9

876

H18

203.435

208435

114,407

7098

495

31,040

24,952

121029

3,121

9676

126

55,992

1,087

57.079

62,285

70.564

899

91,6

883

H17

199,969

199.969

[38,707

6986

2

30,411

25,750

12,951

31151

9556

92

56,161

741

56902

62,220

70,704

9013

91.5

880

H16

197,061

197,061

135272

68 64

219

25,02C

12858

2,901

9,19C

6ε

5477C

61E

55 39詔

61,107

72,705

896

907

841

H15

195302

195,302

131、 318

6724

2

28

25,08C

13.49E

29S,

日,581

44

53,868

81,

54,68E

6006t

69,615

89 7

91.0

863

中位子と計

(人 )

給水区域内人口 (人 )

(人 )

9研■地区 (人 )

(L/ノ、,日

①旧6町刑地区   (mシ B】
9審μ口(線脚発地区 (m1/日 )
Э研学地区 (n3/日 )

有l又水量

IH【 l収冴く量

有効水量

1日 平均給水逮

1日 最大給水量

有収率

有効率

負荷率

（
口
苫
じ

団
蚤

（＜
）
口
＜

800,000

250,000

200,000

1501000

1001000

50,000

表 2■ 32.水量表 (中位推計)
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235

235,059

201,o「 20

90457

35,454

75,609

857

730

100

10C

1760g

221 5C

21771

40,239

151923

7,855

16,461

6.752

2875

8,980

95

3,922

62,863

1,106

69,156

79、 216

909

925

878

H34

124,91C

34182

75,17C

90,698

75,470

85,4

726

100

100

177 13

22156

21771

7.57g

22,482

6,752

2、 875

8983

95

3、 777

62,551

1,101

63、 652

68,313

78,824

909

925

873

H33

23375И

92

75295

233,734

1

90,931

75295

85 1

723

100

100

17743

221.56

21771

39,757

16.13判

7,231

2,875

8.985

95

3,631

62.095

1,093

63,188

SB1311

78,249

909

925

873

H32

232,69S

126677

30,930

75,088

232,695

197.144

91,126

30,930

75,088

847

719

10C

100

178 13

221 5C

21771

16,232

6853

6752

2,875

8,982

95

3,486

61.622

1085

62,707

67,791

77,653

909

92 5

873

H31

127489

28762

74,849

231 090

194,898

91 292

28,752

74.349

843

71 6

10C

10C

17763

22156

21771

38,881

16,216

6.370

61752

2.875

8.974

95

601875

1、 071

61946

66,969

76711

909

92 S

873

H30

229423

128,103

2673日

74,582

229,428

192640

91.320

26738

74,582

84.0

71 8

100

i00

17803

22156

217,71

38.419

16258

5,92J

6,75認

21875

8960

95

3.19Ю

60291

1,061

61、 352

66,327

75,976

909

925

873

H29

227678

128660

241698

74.325

227,678

190.327

91.309

24.693

74325

836

71 0

10C

179 13

221 5G

21771

38.003

16.356

5,471

67S2

2,875

8,943

31084

59,757

1,052

60,809

65739

75,302

909

925

873

H28

225,898

129 176

22,621

74,101

225,898

la7,990

91268

22,621

74,101

83 2

707

10C

180 13

221 56

21771

87.585

16,440

5012

6.752

2875

8,926

95

2,977

59,210

1 043

60,253

65.138

74,614

909

92.5

873

H27

223,418

129,634

19896

73,888

223,41E

184,972

91,188

1989C

73,88g

828

100

100

18033

221 S6

217!71

86938

こ6:444

4.408

6,752

2.875

8,910

95

2638

S8,208

1.024

59,232

64103S

73,351

909

925

87.3

221256

180062

17,292

73902

221,25C

182.28C

91,08G

1729つ

73,90つ

824

700

100

100

18103

22156

21771

86.409

16,489

3.831

7,149

2,875

8,905

95

2:300

57,733

1,017

58750

63,513

72.753

909

925

87.3

H25

219141

r3048C

14,719

731989

219,141

179,651

90949

14,719

73983

82,0

697

20002

182.13

22156

21771

35,933

16565

3.261

7,569

2,875

8902

95

1,965

S7,339

58348

63,079

72.255

909

925

87:3

H24

217.048

13076g

74,207

217048

177,460

91 175

12,073

74,207

818

69,7

100

100

19979

18233

22156

21771

3S,455

16.624

2,676

8014

2,783

9,578

95

5S.925

651

56.475

61,131

691518

915

92.4

880

H23

215,214

215.214

173,673

807

19733

34,272

8819

21806

91313

88

54、 798

597

55,395

60694

70,363

90.3

91 3

86 3

H22

214,541

214.541

168308

784

34546

9.474

3036

9,765

56.878

986

57.864

62551

70.616

90,9

925

88.6

H21

212408

212,408

162、 13C

763

33.410

9,634

2.801

91337

82

55,264

1225

56,480

61386

68,980

901

92 1

889

209888

209,388

156,80C

749

207

82.468

10,138

21951

91683

173

55,363

109逍

56,457

60,791

70,195

911

929

86G

H19

206.679

20667G

151.64C

73.3?

311880

11,384

3.004

9693

153

56,114

1.14逼

57262

62.279

71,10g

90 1

919

87C

■18

203,435

203485

1441407

7098

31,040

24,952

12,029

3,121

9.676

126

S5992

1,087

57079

62,285

7056電

80.9

883

H17

199,969

199969

138,707

69 36

21925

30,411

12951

3i151

9,556

9?

66 161

741

5690つ

62,220

70704

90つ

91S

88 C

H16

197,061

197、 061

185,272

6864

21997

29,756

12858

2,901

9,196

65

54,776

61B

55、 394

61,107

72,705

89G

907

341

H15

195,302

195,302

131,318

6724

2817B8

13,498

2957

8,581

44

53,868

817

54、 686

60,065

69.615

89 7

91.0

863

騒域内人口

)旧 6町村地区   (人 )

DTX沿線開発Jと区 (人 )

③研学地区 (人 )

給水区域内人口 (人 )

(人 )

(L/ノ、1日 )

(L/ノ、・日

独立行政法人等   (n3/日 )
地方公共団体等   (n3/口 Ⅲ

営業用 (m3/日 )

仮設 (m3/自 )

開発 1し区 (m3/日 )

有収水量

無収水量

有効水!葛L

1日 平均給水量

[自 最大給水量

有収率

有効率
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表 2-33.水量表 (下位推計 )
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31動政収支の見通し

3-1と 水適事業における資金の流れ

3-1〒 1.収益的収支白資本的収支 (2本立ての公営企業会計)

・ つくば市の水道事業は公営企業会計を採用しており、収入及び支出を、以下の①②に区分

: して、企業の期間損益計算を明らかにすることときれています。

①当年度の損益取引             :収 益的収支
②資本取引(投資資本の増減に関する取引).  :資本的収支

※1:収益的収入および支出                                 '
企業の経営活動に伴つて発生するすべての収入とこれに紺応する支出をいいます。使用者からいただく水道料金を主な収

入として、水道水を作り、各家庭に送り届けるための経費が識上されます。収益的収入には、給水収益などを計上し、収益中支

出には、給水サービスの必要な人件費、受フk費、電力費や修繕費などを計上します。

※2:企業債償還元金               :                    '
企業債の発行後、各事業年度に支出する元金の償還額または一定期間に支出する元金償還金の総額を示します。

※3:減価償却費                           1               _
時の経過又は使用により、価値の損耗又は減耗を生ずる固定資産について、その取得費用を取得のときに一括して計上せ

ず、その原価に封応して公々に費用化するための費用配分手続きを減価償却といいます。これは、たとえば、水道水の給水に

必要な配水タンクやポンプ設備などは、一度整備すると何年も使えます。この整備に要した費用について、その年だけの費用

で処理するのではなく、次期の再整備に向けての財源を確保する必要から、予め決められた期間に割り振って費用化する仕組

みです。

※4:資本的収入および支出                   '
企業の経営の基礎となる固定資産の取得に要する支出およびその財源となる収入等で、支出の効果が次年度以降にお

よび、将来の収益に対応するものが計上されます。資本的収入には、企業債、国庫補助金などを計上し、資本的支出には施設

の整備。改良などに要する経費、借入金元企の返済などを計上します。

※5:企業債

建設や改良等に要する事業資金を調達するために、水道事業が発行する債券を示します。

【収益的収支】:水道水を届けるための費用(形として残らない)

支出の結果がその期の費用として処理される場合で、その期の収益に対応するものです。損益計

算は、この収益的収支に基づいて行われます。

収益的収入
※1:営
業収益 (給水収益等)、 営業外収益 (受取利息等)、 特別利益など

収益的支出
※1:営
業費用 (給与、浄水経費、修繕費等)、 営業外費用 (支払利息等)、 特別損失など

【資本的収支】:施設を作る費用 (形として残る)

支出の効果が次期以降に及び、将来の収益を生み出すための資産となるものです。なお、公営

企業会計では、この資本的収支に企業債償還元金
※2も加え、収益的収支に計上される減価償却費

※3は資本的支出の財源に充てることができます。

資本的収入
※4:企
業債
※5、
国庫補助金、一般会計出資金など

資本的支出
※|:建設改良費、企業債償還金など
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(参考)現金主義会計(官庁会計)と発生主義会計 (企業会計)の違いについて

現金主義会計は、実際に現金が収入。支出されたという事実に着目します。

発生主義会計は、収入。支出を当該事業年度に帰属するもの(収益。費用)と、翌年度以降に

帰属するもの(資産。負債。純資産)に区分します。また、減価償却費のような現金め収入。支

出が伴わない費用もあり、各年度における損益の計算を目的とした会計制度です。,

図 3-1現金主義と発生主義の違いの例

図 3工 2.減価償却の考え方

【機械を購入する場合】

ある事業体が190万円の機械を購入し、その機械は5年間利用可能で、
導入することで毎年30万円の収入(1又益)が得られるものとする。

2年目以降は支出がゼロなので収入の30万円分が黒幸になる。

発生主義の場合1現金の支出に加えて収益H費用を記録するこ
とで、各年度の利益を明らかにすることができる。

1年 目 2年 目 3年 目 4年目 5年 目 合計
剪又入客目 30 30 30 30 30 150
支 出額 100 0 0 0 0 100
収 支 △ 70 30 30 30 30 50

1年 目 2年 目 3年目 4年目 5年 目 合計

収益額 30 30 30 30 30 150
費用額 20 20 20 20 20 100
利益 10 10 10 10 10 50

、毎年20万円の費用が発生する。

万

00万円に対して 入が30万円で70万 の

企

1年

収益との差額の10万円が毎年の黒字になる。

機械の購入額を5年間 り均等に減I西

当年度 第1年度    第2年度    第3年度 第4年度

4万円 :←残存価格 (5%)

O減価償却
有形固定資産
小型自動車80万円
(4年償却 )

|

|

19万円 119万円
ヒ _____

19万円

I~~~~~~~:

119万円 |

: ―――――………コーーーと言二言■‐_:

¬ : O翌年度以降
営業外費用

O当年度 :

資本的支出
:

建設改良費 80万円 減価償却費 19万円※(3o万円工4万円)■ 4年 =19万円
→現金支出

※耐用年数にわたり、購入の効果が続くので、
それぞれの年度に費用を計上 (「費用化」)

: →現金支出を伴わない支出
→その分のお金が、企業内部にたまっていく

:__
→将来の となる 〕
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3-1-2.資 金の流れ

実際の水道事業の財務状態の把握には、収益的収支や資本的収支のみならず、資本的収

支不足額の補填財源となる内部留保資金についても把握しなければなりません。

財政シミュレーションにおける資金のフローは、図 3-3に示すとおりです。

収益的費用である減価償去Π費及び資産減耗費は、現金支出を伴わない費用であるたが、損

益勘定留保資金として内部留保されます。

収益的収支の差額である利益は、利益剰余金としてストックされます。これらは、補てん財源

として資本的収支の不足額に充てられます。

口■口H■ H口 Ⅲ
拓

B tt B昭 一定額保有しておく必要がある

図 3-3.資金の流れ

>♂
Ｂ
■
田
ロ
ロ
■
Ｌ

費  用
営業費用

減価償

却費等

利益

維持管理費
支払

利息
その他

収  益
営業収益

給水収益 その他
受取

利息
その他

収益的収支

補てん財源

損益勘定留保資金

↓
当年度 過年度

繰越利益

1余剰金

↓
当年度

純利益

収  入
補てん

財源企業債 負担金
国庫

補助金
その他

支  出

建設改良費 元金償還金 その他

奎本的収支
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(参考)平成 24年度のつくば市水道事業の財政状況

平成 24年度の事業経営に当たっては、TX,沿線における人口増加がみられる一方で、近年

の独立行政法人などの大口需要者の使用水量が減少傾向にあることの影響等が大きく、赤

字経営が続いており、厳しい経営環境下にあります。また、収益的支出に占める受水費の害1

合が約半数と高く、水源の大部分を受水に依存しているつくば市にとつてはその影響が大き

くなっています。

そのため、引き続き経費の節減や加入促進に努めるとともに(配水施設の統廃合を実施する

など事業の効率化。合理化を推進しました。また、給水原価
※6に
占める受水費の割合が最も

高いため、用水供給を行つている茨城県企業局の県南広域水道用水供給事業に対して、合

計 3回 (平成 22年 8月 、平成 24年 4月 、平成 25年 8月 )の値下げ要望を提出しています。

水道水をお届けするための費用(収益的収入及び支出)

!型薪 司
:

→赤字経営

収益的収入 収益的支出  【平成24年度実績】

施設を作るための費用(資本的収入及び支出)

i口鷲麓襲置可
ユ

資本的収入 資本的支出

【平成24年度実績】

図 3-4.平成 24年度の収益的収支 (上図)及び資本的収支 (下図)

⑩減価償却費など
1,155百万円

520百万円
費や修繕費など

3.359百万円

⑩借入金の利息
441百万円

③人件費
323百万円

⑦受水費

②その他の収入

①借入金元金の返済
2,108百万円

⑥国などからの

借入金(企業債)
1,665百 万円

③回庫補助金
円 10

⑫施設の整備・改良
な〕こ要する費用

④分担金
232

③工事負担金など

※61給水原価   上i.

lm3ぁたりの水道水を供給するために必要な費用を示します。
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3-2.財政シミュレーシ到ン

3-2-1.租 死要

婢政シミュレ‐ションにより、収益的収支および資本的収支について将来を見通し、現状の

料金水準を維持した場合に、財政的な健全性を確保できるかを検討します。

各科目の費用は、その条件設定の見通しが不萌瞭な事項んミ多い中おの検討となるため、明

確でない煩雑な条件設定は極力避けて、安全側の設定をします。

婢政シミュレーションは、収益的収支は税抜き、資本的収支は税込み金額を基本とします。

γ

γ

収益的収支中0税抜き

資本的収支中0税込み

3-2-2.財 政シミュレーションの手順     :

手順は、図 3ァ 5に示すとおりです。主な概要を以下に示しますと          、
・ 財政シミュレーションでは、年次別の建設改良費を複数ケ‐ス設定し、オ既略で新規取得資産

の減価償去「費を計上し、将来の減価償却費を算定します。

・ 資金計画は、建設改良費の設定ケースごとに、その財源 (企業債、料金水準 (供給単価)、 一

般会計からの負担金)の設定を行うものです。企業債を借入する場合は、将来の企業債償還

元金と支払利,息を算定します。

支

(資本的収入 )

施設や管路の

(設定)

(資本的支出)

収益的収支

(収益的収入)

。その他収益

(収益的支出)

。その他支出

図 3-5財政シミュレTシ童ンの条件設定の関連

企業債

・負担金

・国庫ヤ市助金

・建設改良 施設甕怖年次計観識

企業債償還計算

健全経営のために必要な場合

・料金収益

。支払利追、
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3-3.基 本条件の設定

3二 3-1.基本条件

1)概要
・ 将来の経常収支を推計するために、収益的収支における各科目や、資本的収支における企

業債や出資金等の収入、建設改良費や企業債元金償還等の各科目について想定します。

財政シミュレーションでは、平成 26年度から平成 35年度までの 10ヵ年を対象とします (ただ

し、平成 26年度は当初予算値を採用)。

・ 平成 27年度以降の各科目の算出は、原則として平成 26年度の当初予算額を基準として行

います。

・ 各科目の推計に際して、給水件数、有l反水量、配水量、職員数から求められるものにつぃて

は、平成 26年度当初予算単価と各項目の積により算出します。

。 また、物価上昇や給与改定に影響を受けるものは、物価上昇率及び給与改定率を考慮して

算出します。以上を踏まえ、財政シミュレーションは、以下の基本条件により健全な財政状況

を維持できるよう1こ検討します。                  、

【基本条件】

①収益的収支において欠損金 (赤字)が生じないこと

②内部留保資金の最低確保額は10億円(事業運営のために必要な金額)とする

※平成 24年度末の内部留保資金は約 23億円(現金預金 約 24億円)

注)内部留保資金=流動資産T負債 (固定負債十流動負債)十投資有価証券
‐
 i   〒3,972,984,522円 -1,607,467,945円

=乳 365,516,577円 (平成 24年度貸借対照表 税抜)
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2)企業債利率、給与E女定率、物価上昇率            ′

・ 表 3-1に示す過去 10年間の公的資金の貸付利率、人事院勧告による給与改定率、消費

者物価指数を踏まえて、以下のように設定しましたも            '■

表 3-1.貸付利率、給与改定率、消費者物価指数

0年

地方公共団体金融機構資金(H20まで公営企業金融公庫):
H20以前;各年度来時点の5年据置、償還期間28年

H21以降;各年度末時′くの5年据置、償違期間30年

注1)貸付金利のH25は 10月 時点、消費者物価指数lま未公表
注2)消費者物価指数は各年度の全国総合消費者物価指数平均値でH22と 100として補正

(1)企業債利率
・ 財務省資金、地方公共団体金融機構資金ともに直近の金利は 2%程度と低い利率となって

います。

・ 将来の利率は、社会情勢等により影響を受けるため、どのように推移するかを推定するのは

困難です。

⇒長期的には利率は現況より高くなると見込まれるので、平成 26年度以降の貸付利率は 2.5%と

します。

(2)物価上昇率
i 
消費者物価増数は最近の社会経済情勢を反映しており、変動は大きくなちています。

・ 平成 20年度は原油価格の高1薄等により物価は上昇しましたが、平成鶉年度と平成 24年度

は前年比△0,2%(△ 013%と下落しています。また、政府の方針 (物価上昇率2%)やオリンピ

ックなどの影響もあり、将来はさらに変動が大きいことが想定されます。

⇒本推計期間における将来の物価上昇率は、表 3-2に示す公益社団法人日本経済研究‐ヒ′ン

ターの中期経済予沢1を参考に 1.4%(2011年～2025年の平均値)と設定します。

貸付金利 (%)項 目

年度

消費者
物価指数

(°/。 )

財務省資金
地方公共団体
金融機構資金

人事院勧告

(%)
H15 2.00 100と 62.00 △ 1.07

H16 2.10 2.35 0,00 100.5

H17 2.00 2.10 △ 0.36 100.4

H18 100.62.10 2.10 0.00

H19 2.00 2.10 0.35 101.0

H20 1.90 2.10 0,00 102.1

H21 100.41,90 2.15 △ 0.22

H22 1,90 2.05 △ 0.19 10010

H23 1.70 1.75 . △ 0.23 99.8

H24 l.50 1.55 0.00 99.5

H25 1.40 1.50 0.OC

H15- 1。 91 2.03 △ 0.17 100.49

H20年H24平均 1.78 1.92 △ 0.13 100,86
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